
 

 

 

 

 

 

 

 

  各種解析ソフトウエアによる規格化の違い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   規格化値の比較 

   

  ＣＴＲ，３Ｄ－Ｅｘｐｌｏｒｅ、ＬａｂｏＴｅｘは同一の結果が得られます。 

  ＯＤＦ解析用としては、操作性からＣＴＲ（ODFPoleFigfure2）がお勧めです。 
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概要 

 極点図処理における強度の規格化の計算式に違いはありませんが、ソフトウエア内では 

   異なった手法が採用されています。 

   極点処理ではバックグランド削除しｄｅｆｏｃｕｓ補正を行わないで規格化強度の比較を行ってみます。 

   入力データは、ＣＴＲ￥ＤＡＴＡ￥ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２以下のデータを使用 

  

 比較は、正極点、ODFPoleFigure2、3D-Explore、NewODF、LaboTexとする。 

  

 バックグランド削除（CPSで表示） 

  

 このデータをＡＳＣ，ＲＡＳファイルに変換し、各種ソフトウエアで規格化を行う。 

 正極点処理は極点図の中心データの平均化を行わないが、本データでは最大強度が 

 極点図の中心ではないので、問題はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



正極点処理 

 

 

 

 

 

 

 



ODFPoleFigure2 

 

３D-Explore 

 ３D-Exploreで規格を行い、ＥＸｐｏｒｔし、極点図を表示 
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ＬａｂｏＴｅｘ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


